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論 一文 の 内 容 の 要 旨

本研究は､･重税馬における分娩後の繁殖成簿を向上させることを目的に行われた｡分

娩後初回発情の繁殖成績を調査し､その受胎率を低下させる要因について探求した｡冬

期問の平均気温が低下し､平均胎盤排出時間が延長していた年において､分娩後初回発･

情の受胎率は有意に低下していた.｡月別の繁殖成績では､2月および5月に分娩後初回発

情の受辟率の低下が認められた｡5月の分娩後初回発情の平淘交配回数は減少し､最終

交配日は早まっていた土とから､5月の受胎率の低下は種馬側申要因によるものと推測
された｡月別の平均胎盤排出時間は､1月が最も長く､夏に向け短編する傾向であった

か､5月には若干の延長が認められた｡分娩後初回発情において交配されなかった群の

平均胎盤排出時間は､交配された群､または交配され受胎した群と比較して有意に延長

していた｡分娩から7日目までに交配を開始した馬あるいは10日目までに交配を終了し

た馬の受胎率は低かった｡以上の結果より､分娩後初回発情の受胎率を低下させる要因

として､気温の低下などが関与する胎盤排出時廟の延長､分娩後の早すぎる交配､種馬

側の要因などが考えられた｡

胎盤排出時間が繁殖成溝に及ぼす影響について調査を行った｡また､分娩後に投与さ

れたオキシトシン(OT)や､細菌検査結果ならびに子宮治療などを胎盤排出時間や分娩後

の繁殖成漬と比較して検討した｡胎盤排出時間が1時間未満､1~4時間､4時間以上と延

長するにしたがって､分娩後初回発情における受胎率の有意な低下が恵められた｡停滞
する胎盤を用手除去した馬の繁殖成熟ま低下した｡OT投与により胎盤排出した馬の分

娩後初回発情の受胎率は､同じ胎盤排出時間でもOTを投与しない馬に比較して高く､分

娩後1~4時間で胎盤排出された馬で有意羞を認めた｡一方､0で投与開始が遅れると､■最
終交配日までの日数が増加した｡胎盤が排出されるのに8時間以上かかっ､た馬の細菌検



出率は100%であった｡胎盤排出時間が延長した馬において､子宮治療を行うことによ

りその後の繁殖成績は向上した｡

分娩後の血中OT濃度ヤプロスタグランジンF代謝産物(PGFM)濃度を測定し､･正常馬や

胎盤停滞馬におけるそれらの動態を調査しキ｡また､分娩後の搾乳や哺乳時の乳頭刺激

とOT濃度やPGFM濃度との関係を調べた｡胎盤停滞した1頭において､分娩後のOT濃度

とPGFM濃度が著しく低かった｡1時間未満に胎盤排出した馬は､1時間以上かかった馬

と比較して､分娩直後のOT濃度が有意に高かった｡以上のことから､分娩時のOT濃度

は胎盤排出時間と関係し､胎盤停滞の原因の一つとして､分娩時のOTめ分泌不足が強

く示唆された｡また､分娩時のOT濃度が低い馬では､胎盤排出時間が延長し､一方で､

分娩後の搾乳や哺乳時の乳頭刺激に反応して､OTが放出されることが明ら申となった｡

OTの投与方法確立を目的に､空胎馬に異なる用量のOT(25IU､50IU､100IU)を投与

し､その後の血中変動を測定し評価した｡OT濃度の上昇幅や血中持続時間を考慮する

と､1回の投与量は50IU程度が適当であり､その投与間隔は血中OT濃度が基底レベルに

戻る南の1時間程度が推奨された｡さらに､分娩後にいくつかの方法でOTを投与し､そ

の後の胎盤排出状況､搾乳や晴乳などを記録して､分娩からの血中OT濃度やPGFM濃度

の測定結果と照らし合わせて検討した｡その結果､分娩1時間後から1時間ごとの

OT5OIUの筋肉内への反復投与は､OTやPGFM濃度の上昇を伴い､分娩後の胎盤排出に

効果的であることが明らかとなった｡

セレニウム(Se)欠乏地域の馬にどタミンE(VE)と鮎(E-SE)を分娩2週間前あるいは3週間

前に投与し､分娩後の繁殖成漬における効果を検討した｡E-SEの投与により胎盤排出時

間は有意に短縮されなかったが､分娩瀞後の鮎濃度の高い馬(〉4bng/ml)は喚い馬
(く40ng/ml)に比較して胎盤排出時間が短縮していた｡また､E-SEの投与により分娩彼の

繁殖成漬が向上した｡これらの結果から､鮎欠乏の取引こおいて､分娩前に血中VEおよ

びSe濃度を高めることで受胎能を上昇させることが期待できた｡

本研究の結果か.ら､胎盤停滞を予防し分娩後の繁殖成績低下を防ぐために､著者は､

以下の予防プログラムを推奨すろ｡(A)冬期問の異常な低温ストレスから馬を守る｡(B)

分娩前に血中VEやSe濃度を十分に高めておく｡(C)胎盤が排出されない馬に対して､分

娩後1時間目から■OT50IUの筋肉内投与を行ない､胎盤が排出されるまで1時間ごとに反

復投与する｡(D)胎盤停滞した馬に対して､できる限り胎盤の用手除去寧ま行うべきではな

い｡(E)胎盤排出時間が延長した馬においては､分娩後6日日以降に子宮頚管スワブによ
る細菌培養検査を行う｡(F)細菌が検出された馬には､初回発情の交配前後に子宮治療

を行う｡(G)注意深く交配適期を選択し､分娩後10日目までの交配はできるだけ避ける0

審 査 結 果 の◆ 要 旨

本研究は､重挽馬における分娩後の繁殖成漬を向上させることを目的に行われた｡

分娩後初回発情の繁殖成漬を調査し､その受胎率を低下させる要因について探求した

ところ､冬期問の平均気温が低下した年度で､平均胎盤排出時間の延長と分娩後初回発

情の受胎率の有意な低下を認めた｡分娩後初回発情において交配されなかった群の平均

胎盤排出時間は､交配された群､または交配され受胎した群と此療して有意に延長して
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いた｡分娩から7日日までに交配を開始した馬あるいは10日目までに交配を終了した馬

の受胎率は低かった｡以上の結果より､分娩後初回発情の受胎率を低下させる要因とし

て､気湿の低下などが関与する胎盤排出時間の延長､分娩後の早すぎる交配､嘩馬側の
要因などが考えられた｡

胎盤排出時間が繁殖成績に及ぼす影響について調査を行ったところ､胎盤排出時間が

1時間未満､1~4時間､4時間以上と延長するにしたがって､分娩後初回発情における受

胎率の有意な低下が認められた｡オキシトシン(OT)投与により胎盤排出した馬の分

娩後初回発情の受胎率は､同じ胎盤排出時間でもOTを投与しない馬に比較して高く､分

娩後1~4時間で胎盤排出された馬で有意差を認めた｡また胎盤排出時間が延長した馬に

おいて､子宮治療を行うことによりその後の繁殖成績は向上した｡

分娩後の血中OT濃度ヤプロスタグランジンF代謝産物(PGFM)濃度を測定したところ､

分娩時のOT濃度は胎盤排出時間と関係し､胎盤停滞の原因の一つとして､分娩時のOT

の分泌不足が強く示唆された｡また､分娩時のOT濃度が低い馬では､胎盤排出時間が

延長し､一方で､分椀後の搾乳や晴乳時の乳頭刺激に反応して､OTが放出されること

が明らかとなった｡分娩後にOTを投与し､その後め胎盤排出状況､搾乳や哺乳などを

記録して､分娩からの血中OT濃度やPGFM濃度の測定結果と照らし合わせて検討したと

ころ､分娩1時間後から1時間ごとのPT50IUの筋肉内への反復投与は､OTやPGFM濃度

の上昇を伴い､分娩後の胎盤排出に効果的であることが明らかと.なった｡

本研究の結果から､胎盤停滞を予防し分娩後の繁殖成績低下を防ぐためには､(A)冬

期間の異常な低温ストレスから馬を守る｡(B)分娩前に血中VEやSe濃度を十分に高めて

おく｡(C)胎盤が排出されない馬に対_して､分娩後1時間日からOT50IUの筋肉内投与を

行ない､胎盤が排出されるまで1時間ごとに反復投与する｡(D)胎盤停滞した馬に対して､

できる限り胎盤の用手除去は行うべきではない｡(E)胎盤排出時間が延長した馬におい

ては､分娩後6日目以薩に子宮頸管スワプによる細菌培養検査を行う｡(F)細菌が検出さ
れた馬には､初回発情の交配前後に子宮治療を行う｡(G)注意深く交配適期を選択し､

分娩後10日目までの交配はできるだけ避けるという予防プログラムが推奨された｡

以上について､.審査委貞全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位

論文として十分価値のある内容であるものと認めた｡
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